
平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　様

○○○○○○町会
町会長　　　　　　　　　　　
洪水災害時の緊急一時避難場所に関するご協力のお願い
黄葉の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より、町会運営にご理解、ご協力いただき厚く御礼申し上げます。

近年、ゲリラ豪雨と呼ばれる局所的集中豪雨や台風の襲来によって、多くの地域で洪水等の被害が頻発しています。そして、昨今の地球温暖化等の影響によって、これらの災害は、今後ますます増加していくことが危惧されています。

私たちが暮らす戸田市は、荒川の恵みを受けて発展してきておりますが、この荒川が戸田市内のみならず、上流・下流で氾濫した場合、最大で4～5メートル、最小でも1メートルの深さで市内全域が冠水するものと予測されています。このため、戸田市では、「戸田市ハザードブック」を作成し、全戸に配布するなど、市民に対して荒川の洪水に対する備えを勧めているところです。

この度、○○○○○○町会では、荒川が氾濫するような大規模な洪水災害が発生した場合にも、地域から一人の犠牲者もださないことを目的として、「災害に強いまちづくり推進ワークショップ」を開催し、地域として洪水対策について認識を深めているところです。
ついてはその一環として、洪水発生時、地域内の高い建物を所有する皆様にご協力をいただき、洪水から身を守るための「緊急一時避難場所」として利用させていただくことをお願いする運びとなりました。

ここで「緊急一時避難場所」とは、避難の開始が遅れ、戸田市が指定する緊急避難場所などまで避難することに危険が伴う状況となってしまった場合に、命の危険を回避するために一時的に待避させていただく場所のことです。
主旨をご理解の上、ご協力をいただけましたら幸いです。なお、ご協力いただける場合は、別紙「洪水災害時の緊急一時避難場所に関する協力書」に署名、捺印いただきたくお願い申し上げます。

敬具

洪水災害時の緊急一時避難場所に関する協力書
○○○○○○町会
平成　　年　　月　　日の申合せにより、以下のような状況が発生した場合には、
　　　　　　　　　　　　様の建物を○○○○○○町会の住民が緊急一時避難場所（浸水しない高台への移動が困難となり，浸水から身を守るために一時的に待避する場所）として利用させていただくことを○○○○○○町会より申し入れ、これについて承諾をいただきました。


ゲリラ豪雨や台風により、戸田市に避難勧告や種々の気象警報が発表された
状況において、緊急一時避難場所として利用させていただきます。
１．町会内で浸水が始まり、各町会員が自宅にいることに危険を感じた場合

２．荒川の氾濫の危険性が高まり、遠くまで避難することができなくなって
しまった場合

※利用させていただく場所は、外階段、内階段、通路、エレベータ前、屋上などの共有スペースを想定しています。

なお、　　　　　　　　　　　　様の建物が洪水災害時に緊急一時避難場所として利用することができることは、○○○○○○町会の全世帯に周知させていただきます。

■（協力者）　　　　　　　　　　
担当者　　　　　　　　　　　　
連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■（依頼者）○○○○○○町会
担当者　　　　　　　　　　　　

連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※なお、異動などにより施設担当者様に変更が生じた場合や、町会担当者側に変更が発生した場合は、相互に情報を提供し合うこととさせていただきます。
